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●研究概要 
知識創造研究を通してバイオマテリアル研究の世界戦略拠点を目指して、以下の活動を実施する。 
 １．科学戦略の策定に関する連携：科学研究における本質の探究（科学・教育・社会の観点から） 
２．技術運用に関する連携：創造的研究における組織変革のマネジメント 
３．人格陶冶と哲学涵養に関する連携：研究哲学に裏打ちされた大学院生教育の実践 
これらの課題を分野の研究者及びコーディネータ等により討議し、大学院生への教育研究を組織的

に実施する。その中で社会貢献していくに相応しい研究哲学を涵養していき、多方面で将来の科学技
術の中核を担う研究者にふさわしい人格を陶冶していく。最終的には、哲学に裏打ちされた科学を創
造していく研究土壌を JAIST に育む。 
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●研究体制 
学内協力者：本多卓也（知識科学研究科教授）水谷五郎（材料科学研究科助教授）大谷亨（材料科

学研究科助手）井波厚彦（元先端科学技術研究調査センター産学連携コーディネータ） 

小林俊哉（科学技術開発戦略センター・助教授）立瀬剛志（科学技術開発戦略センタ

ー拠点形成研究員）崔 学秀（科学技術開発戦略センター拠点形成研究員，PD）

Locharoenrat Kitsakoron（材料科学研究科博士後期課程）他 
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